
ＶＧ槻輪だより 会報第１５４号                                        １ 

 

                       

  

進
化
す
る
中
之
島 

 

水
都
・大
阪
の
シ
ン
ボ
ル 

【 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
シ
テ
ィ
】 

７
月
13
日
梅
雨
時
期
の

気
温
と
湿
度
の
高
い
日
で
し

た
。
午
前
中
に
大
阪
中
之

島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
タ
ワ
ー
の

朝
日
新
聞
大
阪
本
社
と
午
後
に

朝
日
新
聞
大
阪
工
場
（ト
ッ
パ
ン

メ
デ
ィ
ア
プ
リ
ン
テ
ッ
ク
関
西
）

を
訪
問
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

朝
日
新
聞
大
阪
本
社
は
、
新

し
く
完
成
し
た
タ
ワ
ー
ビ
ル
の

明
る
く
快
適
な
事
務
所
の
中
を

多
く
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
案

内
と
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

朝
日
新
聞
大
阪
工
場
（印
刷
工

場
）で
は
案
内
係
の
内
藤
律
子

さ
ん
達
に
丁
寧
な
説
明
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。 

大
阪
中
之
島 

古
く
か
ら
大
阪
の
経
済
、

文
化
の
中
心
地
と
し
て
に
ぎ

わ
い
、
水
都
・大
阪
の
シ
ン
ボ

ル
ゾ
ー
ン
と
な
っ
て
き
た
中

之
島
エ
リ
ア
。 

近
年
は
再
開
発
が
進
み
、

中
心
部
で
は
、
中
之
島
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
タ
ワ
ー
を
は
じ
め

と
す
る
高
層
ビ
ル
群
が
ス
カ

イ
ラ
イ
ン
を
描
い
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
ま
ち
づ
く
り
に
当
た

っ
て
は
、
地
域
の
企
業
な
ど

か
ら
な
る
「
中
之
島
ま
ち
み

ら
い
協
議
会
」
が
大
阪
府
・

市
と
協
力
し
つ
つ
、
「中
之

島
ま
ち
づ
く
り
構
想
」を
策

定
さ
れ
た
。 

島
内
を
八
つ
の
ゾ
ー
ン
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。 

 
大
き
な
特
徴
と
し
て
は
、

大
阪
の
中
心
部
を
南
北
に

貫
く
大
動
脈
・御
堂
筋
を
境

に
、
東
西
で
異
な
る
表
情
を

見
せ
る
こ
と
。
「文
化
公
園

ゾ
ー
ン
」
「歴
史
景
観
再
生

ゾ
ー
ン
」
な
ど
の
東
部
エ
リ
ア

は
、
市
民
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
内
外
の
多
く
の
人
々
が

行
き
交
う
、
大
阪
で
も
有
数

の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
西
部
エ
リ
ア
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
機
能
と
文
化
発
信
、
さ

ら
に
は
住
宅
地
と
し
て
「住

む
」
機
能
が
加
わ
り
、
再
開

発
が
活
発
に
な
さ
れ
て
い
ま

す
。 そ

の
東
西
を
結
ぶ
要
と

な
る
街
区
が
「グ
ロ
ー
バ
ル
ア

メ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
ゾ
ー
ン
」
。

こ
こ
に
、
合
わ
せ
て
１
万
２

千
人
が
働
く
新
た
な
街
、
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
シ
テ
ィ
が
生
ま

れ
ま
し
た
。 

文
化
発
信
の
中
核
施
設
で

あ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル

を
擁
す
る
中
之
島
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
タ
ワ
ー
、
そ
し
て
、
都

市
型
美
術
館
や
多
目
的
ホ

ー
ル
、
国
際
級
ホ
テ
ル
が
入

る
中
之
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
タ

ワ
ー
・ウ
エ
ス
ト
。
中
之
島
を

訪
れ
る
人
々
を
出
迎
え
る

２
棟
の
タ
ワ
ー
は
、
新
た
な

街
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。  

中
之
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
タ
ワ

ー
の
構
造
設
計 

阿
波
野
昌
幸
氏
デ
ザ
イ

ン
の
画
期
的
な
建
築
構
造

計
画
で
す
。 

本
建
物
の
構
造
計
画
上
の

最
大
の
命
題
は
、
座
席
数

2
万
7
千
席
の
大
ホ
ー
ル

の
上
部
に
、
セ
ン
タ
ー
コ
ア
の

超
高
層
オ
フ
ィ
ス
を
積
み
上

げ
る
こ
と
を
、
高
い
構
造
性

能
を
確
保
し
な
が
ら
実
現

す
る
、
と
い
う
点
で
す
。 

朝
日
新
聞
大
阪
本
社 

朝
日
新
聞
大
阪
本
社
は
、

京
阪
神
を
中
心
と
し
た
近

畿
地
方
（三
重
県
の
伊
賀
・

東
紀
州
を
含
む
） 

及
び 

中
国 

（山
口
県
を
除
く
）・

四
国
・北
陸
地
方
に
於
い
て

朝
日
新
聞
を
印
刷
・発
行

す
る
朝
日
新
聞
社
の
地
域

本
社
で
す
。 

朝
日
新
聞
社
は
大
阪
発

祥
で
あ
り
、
現
在
も
登
記

上
の
本
店
は
大
阪
本
社
で

す
。
東
京
本
社
に
よ
る
新

聞
発
行
が
不
可
能
と
な
っ

た
場
合
（地
震
や
火
災
、
戦

災
な
ど
の
有
事
の
際
）
に
は
、

そ
の
業
務
を
引
き
受
け
る
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
的
な
側
面

も
あ
る
。 

中
之
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
タ

ワ
ー
に
移
転
し
た
大
阪
本

社
の
見
学
は
、
水
都
大
阪

を
一
望
で
き
る
12
階
「ア

サ
コ
ム
ホ
ー
ル
」か
ら
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

11
階
編
集
局
、
12
階

で
は
新
聞
制
作
の
今
昔
や

印
刷
の
仕
組
み
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。 

10
階
で
は
過
去
に
発
行

し
て
き
た
新
聞
を
見
な
が

ら
、
朝
日
新
聞
の
歴
史
を

学
び
ま
す
。 

朝
日
新
聞 

大
阪
工
場
（印
刷
） 

朝
日
新
聞
大
阪
工
場

（印
刷
）は
大
阪
本
社
か

ら
車
で
15
分
ほ
ど
、
大

阪
駅
か
ら
も
同
じ
く
ら
い

の
距
離
に
立
地
し
て
い
ま

す
。 

 

大
阪
工
場
は
平
成
25

年
1
月
に
フ
ル
操
業
を

開
始
し
た
。
朝
日
新
聞
の

印
刷
工
場
の
中
で
は
一
番

新
し
い
工
場
で
す
。  

朝
日
新
聞
を
印
刷
す

る
工
場
と
し
て
は
全
国
最

大
規
模
と
な
る
。
朝
日
新

聞
朝
刊
60
万
部
、
夕
刊

32
万
部
を
大
阪
市
内
、

北
摂
、
奈
良
な
ど
の
エ
リ

ア
へ供
給
す
る
ほ
か
、
日

刊
ス
ポ
ー
ツ
や
朝
日
小
学

生
新
聞
、
日
本
農
業
新

聞
な
ど
12
紙
を
印
刷
し
、

大
阪
本
社
管
内
の
ほ
ぼ

全
域
に
向
け
て
発
送
さ

れ
ま
す
。 
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わ
が
ま
ち
紹
介 

フェスティバルシティ 

メガトラス・ベルトトラス構造 

２０１７年８月度行事予定 

近代湾発祥の地「大阪」の海の玄関 

大阪市港区（海遊館） 

月 日：平成２９年８月１０日（木） 

集 合:  海遊館 入り口前  集合時間： 9:00 

訪問先： 海遊館・プレミアムバックヤード見学予定 

そ の 他：１) 雨天決行 

２） 詳細は別途配布資料を参照下さい。 

２０１７年９月度行事予定 

「天下の台所」と呼ばれた蔵屋敷まち 

大阪市北区中之島（日本銀行大阪支店） 

月 日：平成 29 年９月１3 日（水） 

集 合：大阪市役所1階市民ロビー 12:５0 

訪問先：日本銀行 大阪支店 

そ の 他：１) 雨天決行 

2) 詳細は別途配布資料を参照下さい。 

目の前で編集し印刷されました

ら 
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